
 
 
 
 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

－ ひとと時代をつなぐ －             

めぐりっと紫波 

[Vol.７２] 
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発行者 ＮＰＯ法人紫波みらい研究所 

ＴＥＬ019-671-2244 ＦＡＸ019-671-2243 

Ｅ-mail miraiken@shiwa-mirai.com 

◇◇◇海洋ごみについて考えよう！◇◇◇ 

海洋ごみの 80％は 
「街」から出ています。 

海洋ごみの半数を占めているのは 
プラスチックごみ 

特
定
外
来
生
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★まずはここから 
自分の庭や畑に生えていたら、 

駆除しましょう！ 

外来生物被害予防３原則 入れない・捨てない・拡げない 

 
 （環境省東北地方環境事務所ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 外来生物対策より引用） 

 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当店は 
環境を守る 
エコ・ショップです！

営業時間：11:30～14:00 
17:00～21:00 

定休日：月曜日 
場 所：紫波町日詰字東裏５ 

 駐車場あり 
ＴＥＬ：019-676-2651 

省エネ・節電豆知識 

徹底したリサイクル文化 

250 年以上続いた江戸時代。電気やガスはないそのころ、人々は資源を

大切に使い、リサイクルに努めていました。その江戸時代の暮らしから現

代にも活かせる暮らしのヒントを学びましょう。 

江戸時代は物資が限られており人々が所持できる分も少なかった 
ため、衣類も食器も徹底的にリサイクルして使う文化が定着してい 
ました。とはいえ決して無理にリサイクルをしていたわけではなく、 
楽しみながらリサイクルしていたようです。 
 
 例えば着物などは、帯や小物を組み合わせて変化をつけることで 
お洒落に気回していました。また、江戸時代は古着屋がかなり多く、 
市場に出回っている着物の大半は古着でした。 
古着屋では着物だけでなく端切れなども扱っていたので、それを襟 
や裏地などに縫い付けて個性を出していたそうです。 
 
 何度も着回してさすがにほつれや擦り切れが目立つようになって 
きた着物は、今度はおむつや雑巾としてリサイクルされ、ボロボロ 
になるまで使い切った後はかまどや風呂釜などの燃料にも使われま 
した。それで終わりかと思いきや、燃やし尽くした後の灰さえも、農業、酒造、陶器づくりに利用される
など、限界まで使い抜かれていました。 

江戸時代に学ぶエコ生活 

ここがエコポイント!! 
 
◆「もったいない・いわて☆食べきり協力店」 

食べ残しが無いように 
小皿料理で提供してい 
ます。 

◆ランチは「エコ箸」を 
使用しています。 

◆地元の旬の食材を使っ 
た料理で地産地消！ 

旬の魚と旨い酒、そして何より居心地の良い空間をモットーに
日詰商店街の裏路地で 50 年以上営業している老舗です。 

おすすめは♪ 

 

◇すしランチ 

ここでしか味わえない 
◇寿司ビビンバ 

旬の情報は 
天狗寿司の 
Facebook から 


